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十
月
二
十
五
日
、
木
曽
郡
上
松
町
に
あ
る
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
の
「
日

　

十
月
二
十
五
日
、
木
曽
郡
上
松
町
に
あ
る
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
の
「
日

本
美
林
ま
つ
り
」
の
記
念
市
に
お
い
て
、「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
の

本
美
林
ま
つ
り
」
の
記
念
市
に
お
い
て
、「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
の

初
出
荷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
出
荷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
は
、
長
野
県
の
特
産
樹
種
で
あ
り
優
れ
た
性
質

　

信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
は
、
長
野
県
の
特
産
樹
種
で
あ
り
優
れ
た
性
質

を
持
つ
信
州
産
カ
ラ
マ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
民
有
林
材
・
国
有
林
材

を
持
つ
信
州
産
カ
ラ
マ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
民
有
林
材
・
国
有
林
材

を
会
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。
信
州
産
カ
ラ
マ
ツ
は
、

を
会
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。
信
州
産
カ
ラ
マ
ツ
は
、

高
齢
に
な
る
ほ
ど
木
材
の
性
質
が
安
定
化
し
、
ね
じ
れ
に
く
い
成
熟
材
の
多
い

高
齢
に
な
る
ほ
ど
木
材
の
性
質
が
安
定
化
し
、
ね
じ
れ
に
く
い
成
熟
材
の
多
い

大
径
材
に
な
る
性
質
や
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
と
比
べ
強
度
が
優
れ
た
性
質
を
持
っ

大
径
材
に
な
る
性
質
や
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
と
比
べ
強
度
が
優
れ
た
性
質
を
持
っ

て
お
り
、
心
材
部
分
が
飴
色
で
き
れ
い
な
木
目
を
持
つ
こ
と
か
ら
無
垢
材
の
構

て
お
り
、
心
材
部
分
が
飴
色
で
き
れ
い
な
木
目
を
持
つ
こ
と
か
ら
無
垢
材
の
構

造
用
建
築
材
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

造
用
建
築
材
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
齢
八
十
年
生
以
上
の
資

　

ま
た
、
林
齢
八
十
年
生
以
上
の
資

源
量
で
は
、
二
二
三
万
㎥
と
長
野
県

源
量
で
は
、
二
二
三
万
㎥
と
長
野
県

が
国
内
の
四
五
％
を
占
め
、
全
国
一

が
国
内
の
四
五
％
を
占
め
、
全
国
一

の
資
源
量
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か

の
資
源
量
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
林
齢
八
十
年
生
以
上
の
高
齢
級

ら
、
林
齢
八
十
年
生
以
上
の
高
齢
級

カ
ラ
マ
ツ
人
工
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か
ら
出
材
さ
れ
た

カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
か
ら
出
材
さ
れ
た
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級
三
〇
㎝
以
上
の
良
質
な
大
径
材

径
級
三
〇
㎝
以
上
の
良
質
な
大
径
材

丸
太
に
ブ
ラ
ン
ド
名
を
つ
け
る
こ
と

丸
太
に
ブ
ラ
ン
ド
名
を
つ
け
る
こ
と

と
し
、
本
年
五
月
二
十
五
日
、
長
野

と
し
、
本
年
五
月
二
十
五
日
、
長
野

ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ
た
国
際

ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ
た
国
際

ウ
ッ
ド
フ
ェ
ア
の
会
場
に
お
い
て
、

ウ
ッ
ド
フ
ェ
ア
の
会
場
に
お
い
て
、

長
野
県
知
事
、
長
野
県
森
林
組
合
連

長
野
県
知
事
、
長
野
県
森
林
組
合
連

「信州プレミアムカラマツ」の美しい木口「信州プレミアムカラマツ」の美しい木口

合
会
代
表
理
事
会
長
、
長
野
県
木
材

合
会
代
表
理
事
会
長
、
長
野
県
木
材

協
同
組
合
連
合
会
理
事
長
及
び
中
部

協
同
組
合
連
合
会
理
事
長
及
び
中
部

森
林
管
理
局
長
の
四
名
が
共
同
で
、

森
林
管
理
局
長
の
四
名
が
共
同
で
、

「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
と

「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
と

発
表
し
た
も
の
で
す
。

発
表
し
た
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
記
念
市
に
は
、
木
曽
五

　

さ
て
、
記
念
市
に
は
、
木
曽
五

木
を
は
じ
め
、
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ

木
を
は
じ
め
、
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ

ラ
マ
ツ
な
ど
約
七
〇
〇
㎥
が
出
品
さ

ラ
マ
ツ
な
ど
約
七
〇
〇
㎥
が
出
品
さ

れ
、
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の
う
ち
、
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
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、
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の
う
ち
、
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
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ラ
マ
ツ
は
、
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信
、
中
信
及
び
南
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ラ
マ
ツ
は
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信
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中
信
及
び
南

信
地
区
の
国
有
林
か
ら
二
十
一
本
、

信
地
区
の
国
有
林
か
ら
二
十
一
本
、

約
一
六
㎥
、
小
海
町
の
民
有
林
か
ら

約
一
六
㎥
、
小
海
町
の
民
有
林
か
ら

十
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本
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約
六
㎥
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合
計
三
十
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本
、
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二
本
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約
六
㎥
、
合
計
三
十
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、

約
二
二
㎥
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

約
二
二
㎥
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
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念
市
で
は
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曽
官
材
市
売
協

　

記
念
市
で
は
、
木
曽
官
材
市
売
協

同
組
合
の
野
村
理
事
長
か
ら
主
催
者

同
組
合
の
野
村
理
事
長
か
ら
主
催
者

挨
拶
の
後
、
新
島
中
部
森
林
管
理
局
長
、
村
上
長
野
県
議
会
議
員
、
原
木
曽
広

挨
拶
の
後
、
新
島
中
部
森
林
管
理
局
長
、
村
上
長
野
県
議
会
議
員
、
原
木
曽
広

域
連
合
長
の
順
で
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
午
後
一
時
か
ら
入
札
が
開
始
さ
れ
ま
し

域
連
合
長
の
順
で
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
午
後
一
時
か
ら
入
札
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
多
く
の
報
道
関
係
者
や
製
材
業
者
等
が
詰
め
か
け
、「
信
州
プ

た
。
会
場
に
は
多
く
の
報
道
関
係
者
や
製
材
業
者
等
が
詰
め
か
け
、「
信
州
プ

レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」へ
の
関
心
の
高
さ
を
裏
付
け
る
か
た
ち
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」へ
の
関
心
の
高
さ
を
裏
付
け
る
か
た
ち
と
な
り
ま
し
た
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「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
の
販
売
結
果
に
つ
い
て
は
、
飯
綱
町
の

　
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
の
販
売
結
果
に
つ
い
て
は
、
飯
綱
町
の

霊
仙
寺
山
国
有
林
か
ら
出
材
さ
れ
た
長
級
四
ｍ
、
径
級
三
八
㎝
、
材
積
〇
・

霊
仙
寺
山
国
有
林
か
ら
出
材
さ
れ
た
長
級
四
ｍ
、
径
級
三
八
㎝
、
材
積
〇
・

五
七
八
㎥
の
丸
太
が
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
万
八
千
六
百
円
、
塩
尻
市
の

五
七
八
㎥
の
丸
太
が
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
万
八
千
六
百
円
、
塩
尻
市
の

贄
川
国
有
林
か
ら
出
材
さ
れ
た
長
級
五
ｍ
、
径
級
五
二
㎝
、
材
積
一
、三
五
二

贄
川
国
有
林
か
ら
出
材
さ
れ
た
長
級
五
ｍ
、
径
級
五
二
㎝
、
材
積
一
、三
五
二

㎥
の
丸
太
が
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
万
八
千
円
と
、
通
常
の
二
倍
以
上
の

㎥
の
丸
太
が
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
万
八
千
円
と
、
通
常
の
二
倍
以
上
の

高
額
で
販
売
さ
れ
た
丸
太
も
あ
り
ま
し
た
。
や
や
細
め
の
径
級
三
〇
㎝
台
が
多

高
額
で
販
売
さ
れ
た
丸
太
も
あ
り
ま
し
た
。
や
や
細
め
の
径
級
三
〇
㎝
台
が
多

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
全
体
で
は
、
平
均
販

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
全
体
で
は
、
平
均
販 土場に並べられた「信州プレミアムカラマツ」土場に並べられた「信州プレミアムカラマツ」

「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」の
初
出
荷

【
中
部
森
林
管
理
局
資
源
活
用
課
】
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売
単
価
が
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
二
万
六
千
六
百
二
十
円
と
な
り
ま
し
た
。

売
単
価
が
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
二
万
六
千
六
百
二
十
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
注
：
価
格
は
税
抜
き
価
格
で
あ
る
）

（
注
：
価
格
は
税
抜
き
価
格
で
あ
る
）

　

購
入
さ
れ
た
製
材
業
者
等
の
方
々
に
用
途
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
大
型
木
造
建

　

購
入
さ
れ
た
製
材
業
者
等
の
方
々
に
用
途
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
大
型
木
造
建

築
の
梁
、
桁
な
ど
の
横
架
材
と
し
て
の
使
用
を
考
え
て
い
る
方
、
住
宅
の
柱
な

築
の
梁
、
桁
な
ど
の
横
架
材
と
し
て
の
使
用
を
考
え
て
い
る
方
、
住
宅
の
柱
な

ど
の
構
造
材
へ
の
使
用
を
考
え
て
い
る
方
、
中
に
は
仏
具
に
使
用
す
る
と
い
う

ど
の
構
造
材
へ
の
使
用
を
考
え
て
い
る
方
、
中
に
は
仏
具
に
使
用
す
る
と
い
う

方
も
い
ま
し
た
。

方
も
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
の
安
定
供
給
体
制
を
整
備
す
る

　

今
後
は
、「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
の
安
定
供
給
体
制
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
製
材
さ
れ
た
製
品
に
つ
い
て
も
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を

と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
製
材
さ
れ
た
製
品
に
つ
い
て
も
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を

創
設
し
た
四
者
が
中
心
と
な
っ
て
相
互

創
設
し
た
四
者
が
中
心
と
な
っ
て
相
互

に
連
携
し
、
製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
通

に
連
携
し
、
製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
通

じ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
と
と

じ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
と
と記念市で入札の様子記念市で入札の様子

も
に
カ
ラ
マ
ツ
材
の
Ａ
材
と
し
て
の
評
価
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

も
に
カ
ラ
マ
ツ
材
の
Ａ
材
と
し
て
の
評
価
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
の
記
念
市
に
お
い
て
、
初
め
て
「
信
州
プ

　

今
回
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
の
記
念
市
に
お
い
て
、
初
め
て
「
信
州
プ

レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
を
販
売
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
県
内
各
地
域
に
設
置
さ

レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
を
販
売
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
県
内
各
地
域
に
設
置
さ

れ
て
い
る
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
の
木
材
セ
ン
タ
ー
、
木
曽
官
材
市
売
協
同

れ
て
い
る
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
の
木
材
セ
ン
タ
ー
、
木
曽
官
材
市
売
協
同

組
合
、木
曽
森
林
管
理
署
の
土
場
な
ど
で
随
時
販
売
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

組
合
、木
曽
森
林
管
理
署
の
土
場
な
ど
で
随
時
販
売
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

是
非
、
現
地
で
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
ホ
ー
ム
ペ
ー

是
非
、
現
地
で
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
欄
下
さ
い
。

ジ
を
ご
欄
下
さ
い
。
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トピックス

　

十
月
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
行
程
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
林
業
・
バ
イ

　

十
月
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
行
程
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
林
業
・
バ
イ

オ
マ
ス
の
先
進
国
と
技
術
交
流
を
図
っ
て
い
る
長
野
県
海
外
林
業
技
術
等
導
入

オ
マ
ス
の
先
進
国
と
技
術
交
流
を
図
っ
て
い
る
長
野
県
海
外
林
業
技
術
等
導
入

促
進
協
議
会（
会
長　

植
木
達
人　

信
州
大
学
農
学
部
教
授
）が
調
査
団
を
結
成

促
進
協
議
会（
会
長　

植
木
達
人　

信
州
大
学
農
学
部
教
授
）が
調
査
団
を
結
成

し
、
植
木
会
長
を
団
長
と
し
て
、（
一
社
）長
野
県
林
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

し
、
植
木
会
長
を
団
長
と
し
て
、（
一
社
）長
野
県
林
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

の
職
員
一
名
、県
職
員
二
名
の
計
四
名
で
現
地
調
査
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

の
職
員
一
名
、県
職
員
二
名
の
計
四
名
で
現
地
調
査
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
一
の
日

　

ま
た
、
同
一
の
日

程
で
オ
シ
ア
ッ
ハ
森

程
で
オ
シ
ア
ッ
ハ
森

林
研
修
所
に
お
い
て

林
研
修
所
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
「
日
本

開
催
さ
れ
た
「
日
本

人
向
け
森
林
技
術
者

人
向
け
森
林
技
術
者

向
け
特
別
講
座
」
に

向
け
特
別
講
座
」
に

佐
久
地
域
振
興
局
林

佐
久
地
域
振
興
局
林

務
課
か
ら
一
名
参
加

務
課
か
ら
一
名
参
加

し
、
森
林
管
理
技
術
、

し
、
森
林
管
理
技
術
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
、
造
林
技
術
な
ど

用
、
造
林
技
術
な
ど

の
技
術
の
習
得
を

の
技
術
の
習
得
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

内
容
が
多
岐
に
渡

　

内
容
が
多
岐
に
渡

る
た
め
、
今
回
の
紙

る
た
め
、
今
回
の
紙

面
で
す
べ
て
を
ご
紹

面
で
す
べ
て
を
ご
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き

介
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
今
回
は

ま
せ
ん
の
で
今
回
は

調
査
の
概
況
を
中
心

調
査
の
概
況
を
中
心

に
ご
報
告
し
ま
す
。

に
ご
報
告
し
ま
す
。

高性能林業機械を用いた択伐現場での聞取り高性能林業機械を用いた択伐現場での聞取り

墺関係者との意見交換後の記念撮影墺関係者との意見交換後の記念撮影

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
立
国 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
て

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
立
国 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
て

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

　

な
お
、
詳
細
を
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
は
後
日
作
成
し
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

な
お
、
詳
細
を
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
は
後
日
作
成
し
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

ジ
等
で
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
渡
欧
の
目
的
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

　

今
回
の
渡
欧
の
目
的
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

一
つ
目
と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
県
と
共
に
覚
書
を
締
結
し
、
積
極
的

一
つ
目
と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
県
と
共
に
覚
書
を
締
結
し
、
積
極
的

に
技
術
交
流
を
進
め
て
き
た
信
州
大
学
農
学
部
が
中
心
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
リ

に
技
術
交
流
を
進
め
て
き
た
信
州
大
学
農
学
部
が
中
心
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
林
業
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
書
籍
を
作
成
す
る
計
画
が
あ
り
、
必
要
な

ア
の
林
業
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
書
籍
を
作
成
す
る
計
画
が
あ
り
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必
要
な

情
報
を
取
得
す
る
た
め
の
実
地
調
査
と
し
て
、
主
に
オ
ー
ス
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リ
ア
西
部
に
お

情
報
を
取
得
す
る
た
め
の
実
地
調
査
と
し
て
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に
オ
ー
ス
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ア
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部
に
お

け
る
林
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林
管
理
の
手
法
、
林
道
開
設
の
現
場
視
察
、
ホ
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ム
セ
ン
タ
ー

け
る
林
業
、
森
林
管
理
の
手
法
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道
開
設
の
現
場
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等
で
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の
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調
査
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を
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し
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等
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の
木
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利
用
の
現
地
調
査
等
を
実
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し
ま
し
た
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つ
目
と
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て
は
、
県
が
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ト
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ア
政
府
と
締
結
し
て
い
る
覚
書
が
来

　

二
つ
目
と
し
て
は
、
県
が
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ス
ト
リ
ア
政
府
と
締
結
し
て
い
る
覚
書
が
来

年
度
で
期
限
を
迎
え
る
た
め
、
今
後
の
連
携
の
方
向
性
に
つ
い
て
政
府
関
係
者

年
度
で
期
限
を
迎
え
る
た
め
、
今
後
の
連
携
の
方
向
性
に
つ
い
て
政
府
関
係
者

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
今
後
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
成
果
を

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
今
後
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
成
果
を

総
括
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
取
組
ん
で
き
た
人
材
育
成
や
バ
イ

総
括
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
取
組
ん
で
き
た
人
材
育
成
や
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
用
と
い
っ
た
観
点
は
も
と
よ
り
新
た
な
視
点
に
よ
る
連
携
も
視
野

オ
マ
ス
の
利
用
と
い
っ
た
観
点
は
も
と
よ
り
新
た
な
視
点
に
よ
る
連
携
も
視
野

に
入
れ
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
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に
入
れ
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

��������������������� ��������������������������������������������������������������� ����������������������� ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������� �������������������������������������������������������



■ 5 ■

トピックス

　一般財団法人日本森林林業振興会長野支部では、森林づくりに係る事業を自ら行うとともに、これらの事業
及び活動等に対して協力・支援を行い、もって、地球温暖化防止や、水源の保全、環境教育などの面で森林づ
くりに資することを目的とした公益事業に取り組んでいます。
　具体的には、自然休養林（戸隠）の歩道修理用資材の提供、森林ボランティアの支援、カラマツストーブの普
及などを行ってきました。
　一方、これまでのカラマツストーブの普及が一定の成果を上げたことから、
今年からは「木育」に視点をおいて、幼児が木の温もりや暖かさに触れてもら
うことにより、豊かな感性を養い、想像力・共感性・主体性を高めていただく
活動として、幼稚園・保育園を対象に長野県産材（国産材）を用いた木製玩具（板
積み木１０００ピース）を寄贈することとしました。
　木製玩具の寄贈については、県内の保育園等の数が多いことから地域を決め
て順次公募することとして、今年度は小諸市、佐久市、東御市、南佐久郡、小
県郡のエリアの幼稚園・保育園を対象に公募することとしています。公募要領
は下記のホームページ等をご覧ください。

一般財団法人日本森林林業振興会長野支部アドレス
 　　http://www.center-green.or.jp/nagano/index.htm

別 紙

木育支援に係る企画書

一般財団法人日本森林林業振興会長野支部長　殿

幼稚園・保育園名

 代表者名 印

住　　所　 〒

℡

 １　幼稚園・保育園の規模、特色

２　木育への思い 

（注）上記項目について任意様式に簡潔に記載してください。
　　　なお、本企画書をもとに選定委員会において審査し、
　　　寄贈先を決定します。

 
          

木育支援 （寄贈） について

　一般財団法人日本森林林業振興会長野支部では、公益事業の拡大を図り、県産材の需要の拡大と環境教育の支援を
目的として「木育」に取り組むこととしています。
　幼児に木の温もりや暖かさに触れてもらうことにより、豊かな感性を養い、想像力・共感性・主体性を高めていた
だくことを目的として、幼稚園・保育園を対象に長野県産材の木製玩具を寄贈するもので下記の要領で公募致します。

記　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　木製玩具……板積み木（カラ木）１０００ピース、長野県産材ヒノキ
２　数　　量……１を１セットとして、１０セット程度
３　公募対象……長野県内の幼稚園・保育園が多数あることから今年度

は小諸市、佐久市、東御市、南佐久郡、小県郡の幼稚園・
保育園を対象に公募します。　　

４　応募期限……平成２９年１２月５日（火）必着
５　応募要領……別紙により、企画書を提出して頂きます。
６　寄贈先の決定……応募数が多い場合は「選定委員会」において決定
　　　　　　　　　　します。
７　寄贈時期……平成３０年１月頃
８　企画書の提出先……〒３８０－０９２１
　　　　　　　　　　　長野市大字稲葉２４１３－３
                     　　　   　一般財団法人日本森林林業振興会長野支部
　　　　　　　　　　　　　 担当者：総務部長　有井寿美男
　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL ０２６－２２６－０９１５
　　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX ０２６－２２６－９２７６

木育を支援します木育を支援します
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下
高
井
農
林
高
校
で
は
毎
年
、
学
校
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
北
信
州
の
森
林
と
家
を
つ

　

下
高
井
農
林
高
校
で
は
毎
年
、
学
校
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
北
信
州
の
森
林
と
家
を
つ

な
ぐ
会
」
が
協
力
し
て
、
全
学
年
を
対
象
に
林
業
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
ぐ
会
」
が
協
力
し
て
、
全
学
年
を
対
象
に
林
業
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
年
生
は
森
林
・
林
業
へ
の
関
心
を
持
た
せ
る
た
め
、
二
年
生
は
コ
ー
ス
選
択
を

　

一
年
生
は
森
林
・
林
業
へ
の
関
心
を
持
た
せ
る
た
め
、
二
年
生
は
コ
ー
ス
選
択
を

促
す
た
め
、
そ
し
て
三
年
生
は
総
合
的
な
就
業
体
験
を
す
る
た
め
に
、
実
地
研
修
を

促
す
た
め
、
そ
し
て
三
年
生
は
総
合
的
な
就
業
体
験
を
す
る
た
め
に
、
実
地
研
修
を

行
い
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

行
い
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
、
一
年
生
全
員
を
対
象
に
、
地
元
の
間
伐
の
現
場
、
土
場
、
製
材
工
場
を
見

　

本
年
、
一
年
生
全
員
を
対
象
に
、
地
元
の
間
伐
の
現
場
、
土
場
、
製
材
工
場
を
見

学
し
ま
し
た
。

学
し
ま
し
た
。

　

二
年
生
は
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科
の
生
徒
を
対
象
に
、
流
通
を
学
ぶ
た
め
、
中
国

　

二
年
生
は
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科
の
生
徒
を
対
象
に
、
流
通
を
学
ぶ
た
め
、
中
国

に
木
材
を
輸
出
す
る
直
江
津
港
の
木
材
集
積
場
、
長
野
市
飯
綱
の
お
山
の
発
電
所
、

に
木
材
を
輸
出
す
る
直
江
津
港
の
木
材
集
積
場
、
長
野
市
飯
綱
の
お
山
の
発
電
所
、

北
信
木
材
セ
ン
タ
ー
を
見
学
、
そ
し
て
、
三
年
生
は
森
林
活
用
コ
ー
ス
の
生
徒
を
対

北
信
木
材
セ
ン
タ
ー
を
見
学
、
そ
し
て
、
三
年
生
は
森
林
活
用
コ
ー
ス
の
生
徒
を
対

象
に
ハ
ー
ベ
ス
タ
や
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
等
高
性
能
林
業
機
械
の
操
作
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

象
に
ハ
ー
ベ
ス
タ
や
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
等
高
性
能
林
業
機
械
の
操
作
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

を
使
っ
た
伐
木
造
材
研
修
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

を
使
っ
た
伐
木
造
材
研
修
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
高
校
生
の
林
業
等
へ
の
認
識
を
深
め
、
林
業
後
継
者
を
増
や

　

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
高
校
生
の
林
業
等
へ
の
認
識
を
深
め
、
林
業
後
継
者
を
増
や

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
林
業
関
係
の
就
職
や
進
学
な
ど
、
そ
の
成
果
は
着
実

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
林
業
関
係
の
就
職
や
進
学
な
ど
、
そ
の
成
果
は
着
実

に
表
れ
始
め
て
い
ま
す
。

に
表
れ
始
め
て
い
ま
す
。

【
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信
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局
】

【
林
業
労
働
災
害
防
止
協
会
長
野
県
支
部
】

　

林
業
労
働
災
害
の
死
傷
災
害
で
最
も
多
い
の
が
木
材
伐
出
作
業
、
中
で
も
「
か
か

　

林
業
労
働
災
害
の
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傷
災
害
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多
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の
が
木
材
伐
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、
中
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も
「
か
か

り
木
」
処
理
で
多
く
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

り
木
」
処
理
で
多
く
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
去
る
九
月
十
五
日
、
木
曽
町
日
義
の
民
有
林
で
、
松
本
労
働
基
準
監
督

　

そ
こ
で
、
去
る
九
月
十
五
日
、
木
曽
町
日
義
の
民
有
林
で
、
松
本
労
働
基
準
監
督

署
と
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
長
野
県
支
部
が
主
催
し
た
伐
倒
作
業

署
と
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
長
野
県
支
部
が
主
催
し
た
伐
倒
作
業

に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
研
修
会
「
か
か
り
木
処
理
対
策
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
研
修
会
「
か
か
り
木
処
理
対
策
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
研
修
は
、
松
本
労
基
署
管
内
で
は
初
の
試
み
で
、
木
曽
・
松
本
地
方
の

こ
う
し
た
研
修
は
、
松
本
労
基
署
管
内
で
は
初
の
試
み
で
、
木
曽
・
松
本
地
方
の

十
四
事
業
所
か
ら
約
六
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

十
四
事
業
所
か
ら
約
六
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
四
事
業
体
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
意
図
的
に
か
か
り
木

　

こ
の
う
ち
、
四
事
業
体
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
意
図
的
に
か
か
り
木

状
態
を
作
り
、
準
備
さ
れ
た
複
数
の
器
材
か
ら
適
切
な
機
材
を
使
っ
て
か
か
り
木
処

状
態
を
作
り
、
準
備
さ
れ
た
複
数
の
器
材
か
ら
適
切
な
機
材
を
使
っ
て
か
か
り
木
処

理
を
行
い
、
講
師
か
ら
作
業
手
順
の
確
認
、
講
評
を
受
け
な
が
ら
研
修
が
進
め
ら
れ

理
を
行
い
、
講
師
か
ら
作
業
手
順
の
確
認
、
講
評
を
受
け
な
が
ら
研
修
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。　

ま
し
た
。　

　

講
師
は
、
現
場
で
の
指
さ
し
呼
称
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
た
ほ
か
松
本
労
基
署
の
副

　

講
師
は
、
現
場
で
の
指
さ
し
呼
称
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
た
ほ
か
松
本
労
基
署
の
副

島
拓
也
主
任
監
督
官
は
「
林
業
の
災
害
は
重
傷
や
死
亡
に
つ
な
が
る
た
め
、
作
業
を

島
拓
也
主
任
監
督
官
は
「
林
業
の
災
害
は
重
傷
や
死
亡
に
つ
な
が
る
た
め
、
作
業
を

見
つ
め
な
お
す
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
う
。
基
本
に
忠
実
な
作
業
を
お
願
い
し
た

見
つ
め
な
お
す
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
う
。
基
本
に
忠
実
な
作
業
を
お
願
い
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

木
曽
で
「
か
か
り
木
処
理
対
策
」

木
曽
で
「
か
か
り
木
処
理
対
策
」

　
　
　
　
　
　
　

現
場
研
修
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　

現
場
研
修
会
を
開
催

　

下
高
井
農
林
高
校
の　
　
　
　
　
　

下
高
井
農
林
高
校
の　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

林
業
研
修
へ
の
取
組
み

　
　
　
　
　

林
業
研
修
へ
の
取
組
み

3年生による高性能林業機械研修3年生による高性能林業機械研修

2年生による直江津港の見学2年生による直江津港の見学
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トピックス

【
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
特
産
部
】

　

ハ
ナ
イ
グ
チ
は
「
リ
コ
ボ
ウ
」「
ジ
コ

　

ハ
ナ
イ
グ
チ
は
「
リ
コ
ボ
ウ
」「
ジ
コ

ボ
ウ
」
と
も
呼
ば
れ
る
カ
ラ
マ
ツ
林
特
有

ボ
ウ
」
と
も
呼
ば
れ
る
カ
ラ
マ
ツ
林
特
有

の
菌
根
性
き
の
こ（
樹
木
の
根
と
結
び
つ

の
菌
根
性
き
の
こ（
樹
木
の
根
と
結
び
つ

き
共
生
し
て
生
育
す
る
キ
ノ
コ
）
で
す
。

き
共
生
し
て
生
育
す
る
キ
ノ
コ
）
で
す
。

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
ハ
ナ
イ
グ
チ
の

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
ハ
ナ
イ
グ
チ
の

林
地
増
殖
技
術（
除
伐
・
胞
子
散
布
等
）を

林
地
増
殖
技
術（
除
伐
・
胞
子
散
布
等
）を

普
及
す
る
た
め
に
、
県
下
六
箇
所
で
現
地

普
及
す
る
た
め
に
、
県
下
六
箇
所
で
現
地

適
応
化
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

適
応
化
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
度
、
増
殖
技
術
の
普
及
促
進
を
目
的

の
度
、
増
殖
技
術
の
普
及
促
進
を
目
的

に
、
本
県
同
様
カ
ラ
マ
ツ
林
の
多
い
北
海

に
、
本
県
同
様
カ
ラ
マ
ツ
林
の
多
い
北
海

道
・
山
梨
県
か
ら
研
究
者
を
招
き
、
十
月

道
・
山
梨
県
か
ら
研
究
者
を
招
き
、
十
月

二
十
六
日
・
二
十
七
日
の
二
日
間
、

二
十
六
日
・
二
十
七
日
の
二
日
間
、

第
二
回
ハ
ナ
イ
グ
チ
サ
ミ
ッ
ト（
主

第
二
回
ハ
ナ
イ
グ
チ
サ
ミ
ッ
ト（
主

催
：
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
、
共
催
：

催
：
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
、
共
催
：

長
野
県
特
用
林
産
振
興
会
）を
開
催

長
野
県
特
用
林
産
振
興
会
）を
開
催

し
ま
し
た
。
二
十
六
日
は
現
地
適
応

し
ま
し
た
。
二
十
六
日
は
現
地
適
応

化
試
験
地
の
一
つ
辰
野
町
試
験
地
で

化
試
験
地
の
一
つ
辰
野
町
試
験
地
で

現
地
検
討
会
を
、
二
十
七
日
は
林
業

現
地
検
討
会
を
、
二
十
七
日
は
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
講
演
会
・

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
講
演
会
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

現
地
検
討
会
で
は
試
験
概
要
の
説

　

現
地
検
討
会
で
は
試
験
概
要
の
説

明
の
後
、
参
加
者
が
自
由
に
試
験
地

明
の
後
、
参
加
者
が
自
由
に
試
験
地

を
見
て
回
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
こ
の

を
見
て
回
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
こ
の

日
収
穫
し
た
ハ
ナ
イ
グ
チ
を
用
い
て
林

日
収
穫
し
た
ハ
ナ
イ
グ
チ
を
用
い
て
林

業
総
合
セ
ン
タ
ー
職
員
が
胞
子
散
布
の

業
総
合
セ
ン
タ
ー
職
員
が
胞
子
散
布
の

実
演
を
し
ま
し
た
。

実
演
を
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
三
名
の
講
演
が
あ
り
ま

　

講
演
会
で
は
三
名
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
初
め
に
北
海
道
大
学
農
学
部
の

し
た
。
初
め
に
北
海
道
大
学
農
学
部
の

玉
井
裕
准
教
授
よ
り
、
ハ
ナ
イ
グ
チ
を

玉
井
裕
准
教
授
よ
り
、
ハ
ナ
イ
グ
チ
を

は
じ
め
と
し
た
カ
ラ
マ
ツ
林
の
き
の
こ

は
じ
め
と
し
た
カ
ラ
マ
ツ
林
の
き
の
こ

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ハ

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ハ

ナ
イ
グ
チ
は
黄
色
っ
ぽ
い
も
の
か
ら
茶

ナ
イ
グ
チ
は
黄
色
っ
ぽ
い
も
の
か
ら
茶

色
っ
ぽ
い
も
の
ま
で
あ
り
、
学
名
が
違

色
っ
ぽ
い
も
の
ま
で
あ
り
、
学
名
が
違

う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
と
の
興
味
深

う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
と
の
興
味
深

い
話
で
し
た
。
次
に
、
信
州
大
学
農
学
部
の
山
田
明
義
准
教
授
よ
り
ハ
ナ
イ
グ

い
話
で
し
た
。
次
に
、
信
州
大
学
農
学
部
の
山
田
明
義
准
教
授
よ
り
ハ
ナ
イ
グ

チ
や
マ
ツ
タ
ケ
等
菌
根
性
き
の
こ
の
増
殖
技
術
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

チ
や
マ
ツ
タ
ケ
等
菌
根
性
き
の
こ
の
増
殖
技
術
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
菌
と
植
物（
樹
木
）と
の
共
生
の
仕
組
み
を
考
え
て
研
究
す
る
こ
と
が
重
要

た
。
菌
と
植
物（
樹
木
）と
の
共
生
の
仕
組
み
を
考
え
て
研
究
す
る
こ
と
が
重
要

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
特
産
部
の
片
桐
一
弘
主

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
特
産
部
の
片
桐
一
弘
主

任
研
究
員
が
、
ハ
ナ
イ
グ
チ
は
発
生
時
期
に
お
け
る
多
量
の
降
水
の
影
響
に
よ

任
研
究
員
が
、
ハ
ナ
イ
グ
チ
は
発
生
時
期
に
お
け
る
多
量
の
降
水
の
影
響
に
よ

り
、
発
生
量
が
減
少
す
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

り
、
発
生
量
が
減
少
す
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
後
、演
者
に
山
梨
県
森
林
総
合
研
究
所
の
柴
田
尚
特
任
研
究
員
と
、

　

講
演
会
の
後
、演
者
に
山
梨
県
森
林
総
合
研
究
所
の
柴
田
尚
特
任
研
究
員
と
、

北
海
道
立
林
産
試
験
場
の
宜
寿
次
盛
生
氏
を
加
え
た
五
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

北
海
道
立
林
産
試
験
場
の
宜
寿
次
盛
生
氏
を
加
え
た
五
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
柴
田
氏
か
ら
「
カ
ラ
マ
ツ
は
湿
っ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
柴
田
氏
か
ら
「
カ
ラ
マ
ツ
は
湿
っ

た
場
所
は
良
く
な
い
の
で
、
ハ
ナ
イ
グ
チ
も
水
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
の
で

た
場
所
は
良
く
な
い
の
で
、
ハ
ナ
イ
グ
チ
も
水
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
示
唆
に
富
ん
だ
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ナ
イ
グ
チ
や
そ
の
他
の

は
な
い
か
」
と
示
唆
に
富
ん
だ
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ナ
イ
グ
チ
や
そ
の
他
の

菌
根
性
き
の
こ
の
増
殖
に
は
、
共
生
相
手
で
あ
る
樹
木
に
つ
い
て
知
る
こ
と
も

菌
根
性
き
の
こ
の
増
殖
に
は
、
共
生
相
手
で
あ
る
樹
木
に
つ
い
て
知
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ハナイグチハナイグチ辰野町試験地現地検討会辰野町試験地現地検討会

玉井裕氏講演風景玉井裕氏講演風景

第
二
回
ハ
ナ
イ
グ
チ
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
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 お知らせ

【
鳥
獣
対
策
・
ジ
ビ
エ
振
興
室
】

　

本
年
度
最
終
と
な
る
第
４
回
目
の
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
最
終
と
な
る
第
４
回
目
の
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
試
験
内
容
に
即
し
た
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
試
験
内
容
に
即
し
た
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

長
野
県
内
に
居
住
し
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
と
お
考
え
の
方
や
、
種
別
の
異

　

長
野
県
内
に
居
住
し
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
と
お
考
え
の
方
や
、
種
別
の
異

な
る
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

な
る
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
免
許
は
趣
味
と
し
て
の
楽
し
み
の
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
等
、
地
域
に
貢

　

狩
猟
免
許
は
趣
味
と
し
て
の
楽
し
み
の
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
等
、
地
域
に
貢

献
す
る
有
意
義
な
資
格
で
す
。

献
す
る
有
意
義
な
資
格
で
す
。

　

受
験
・
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
居
住
地
を
管
轄
す
る
地
域
振
興
局
林
務
課
へ

　

受
験
・
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
居
住
地
を
管
轄
す
る
地
域
振
興
局
林
務
課
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

十
一
月
十
五
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す

第
４
回　

狩
猟
免
許
試
験
・
初
心
者

狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
の
お
知
ら
せ

１　

狩
猟
解
禁
日

１　

狩
猟
解
禁
日

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日（
水
）

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日（
水
）

　
　
（
銃
猟
に
つ
い
て
は
、
暦
に
よ
る
日
の
出
時
刻
を
も
っ
て
解
禁
）

　
　
（
銃
猟
に
つ
い
て
は
、
暦
に
よ
る
日
の
出
時
刻
を
も
っ
て
解
禁
）

２　

狩
猟
期
間

２　

狩
猟
期
間

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
年
二
月
十
五
日
ま
で
。

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
年
二
月
十
五
日
ま
で
。

　

た
だ
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
わ
な
猟
に
限
り
三
月
十
五
日
ま
で
期
間

　

た
だ
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
わ
な
猟
に
限
り
三
月
十
五
日
ま
で
期
間

を
延
長
し
ま
す
。

を
延
長
し
ま
す
。

３　

狩
猟
場
所

３　

狩
猟
場
所

　

県
内
全
域
の
一
般
猟
区

　

県
内
全
域
の
一
般
猟
区

　
（
鳥
獣
保
護
区
、
休
猟
区
等
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
狩
猟
可
能
の
場
所
全
て
）

　
（
鳥
獣
保
護
区
、
休
猟
区
等
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
狩
猟
可
能
の
場
所
全
て
）

４　

く
く
り
わ
な
の
直
径
規
制
解
除

４　

く
く
り
わ
な
の
直
径
規
制
解
除

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
促
進
す
る
た
め
、

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
促
進
す
る
た
め
、

十
二
㎝
以
下
に
規
制
さ
れ
て
い
る
く
く
り
わ
な
の
直
径

十
二
㎝
以
下
に
規
制
さ
れ
て
い
る
く
く
り
わ
な
の
直
径

（
短
径
）が
次
の
期
間
に
限
り
規
制
解
除
さ
れ
ま
す
。

（
短
径
）が
次
の
期
間
に
限
り
規
制
解
除
さ
れ
ま
す
。

　
　

※
規
制
解
除
期
間

　
　

※
規
制
解
除
期
間

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日
か
ら

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日
か
ら

　
　

平
成
三
十
年
三
月
十
五
日
ま
で

　
　

平
成
三
十
年
三
月
十
五
日
ま
で

５　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
制
限
数

５　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
制
限
数

　
　

以
下
の
表
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

　
　

以
下
の
表
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

６　

事
故
防
止
に
つ
い
て

６　

事
故
防
止
に
つ
い
て

　

長
野
県
で
は
、
狩
猟
者
に
対
し
、
法
令
及
び
マ
ナ
ー

　

長
野
県
で
は
、
狩
猟
者
に
対
し
、
法
令
及
び
マ
ナ
ー

の
遵
守
や
狩
猟
事
故
防
止
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

の
遵
守
や
狩
猟
事
故
防
止
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

よ
り
一
層
の
安
全
確
保
の
た
め
、
森
林
に
入
る
際
に
は

よ
り
一
層
の
安
全
確
保
の
た
め
、
森
林
に
入
る
際
に
は

事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
蛍
光
色
な
ど
の
目
立
つ
色
の

事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
蛍
光
色
な
ど
の
目
立
つ
色
の

服
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。　

服
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。　

地域 関東山地
地域個体群

八ヶ岳
地域個体群

南アルプス
地域個体群

その他の
地域

1日の
捕 獲
頭 数

オス制限なし
メス制限なし

ニホンジカの地域個体群別捕獲自粛状況

 オス １頭まで（わなに限り制限なし）
 メス 制限なし
※ メスの捕獲促進のため

○
試
験
日
程

○
試
験
日
程

　

平
成
三
十
年
二
月
十
七
日（
土
）　
（
会
場
は
左
の
日
程
表
を
参
照
）

　

平
成
三
十
年
二
月
十
七
日（
土
）　
（
会
場
は
左
の
日
程
表
を
参
照
）

○
講
習
会
日
程

○
講
習
会
日
程

　

会
場
に
よ
り
日
程
が
異
な
り
ま
す　
（
左
の
日
程
表
を
参
照
）

　

会
場
に
よ
り
日
程
が
異
な
り
ま
す　
（
左
の
日
程
表
を
参
照
）

○
試
験
・
講
習
会
受
付
期
間

○
試
験
・
講
習
会
受
付
期
間　　

　

平
成
三
十
年
一
月
十
五
日（
月
）〜
一
月
二
十
六
日（
金
）ま
で

　

平
成
三
十
年
一
月
十
五
日（
月
）〜
一
月
二
十
六
日（
金
）ま
で

狩猟免許の種類
受験可能年齢
（受験日当日）免許の種類 使用できる猟具

網猟免許

わな猟免許

第一種
銃猟免許
第二種
銃猟免許

網を使用した狩猟
わなを使用した
狩猟
装薬銃を使用した
狩猟
空気銃を使用した
狩猟

満18歳以上

満18歳以上

満20歳以上

満20歳以上

狩猟免許試験日程

初心者狩猟免許試験講習会日程

区 分 年　月　日 会　場
佐久合同庁舎

平成30年 飯田合同庁舎
 　２月17日（土） 松本合同庁舎

長野合同庁舎

第４回

区 分 年　月　日 会　場

第４回
試　験
受験者
対　象

平成30年
　２月８日（木）

平成30年
　２月10日（土）

佐久合同庁舎

飯田合同庁舎
松本合同庁舎
長野合同庁舎
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お知らせ

おてんま傷害保険のご案内

●＜保険料例＞  年間出役７日以内コース（５名以上19名以下） 

このご案内は、おてんま傷害保険の概要を説明したものですので詳細およびご不明な点については下記にお問い合わせください。

生産森林組合・集落等の作業従事中 傷害補償制度

○この傷害保険は、生産森林組合員および地域住民の方で組合・集落等の責任者の指示により作業を行っ
　ている間（集合から解散までの間）にケガをされたときに保険金をお支払いします。 
○組合・集落等の単位でご加入いただけます。 
○保険の補償を受けられる日は加入日から1年間のうち、特定した日です。 

◆お問合せ
長野森林組合　鬼無里事業所
〒381－4301長野市鬼無里2552番地
TEL：026－256－2233　
FAX：026－256－2234

長野森林組合  お歳暮のご案内お歳暮のご案内
鬼無里の食品工場で製造した、地元・国産原料を使用し、合成化学調味料
など不使用の安全･安心な詰合せはいかがですか。

＊直送やのし対応も可能ですので、
　お気軽にお問合せ下さい。

ご飯大好きセット
（他にも各種ございます）

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木） 国有林土場等活用委託販売市売日
納市　12月19日（火） 納市　12月５日（火）

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

12月の市売りのご案内

納市　12月16日（土） 納市　12月14日（木）
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 県森連だより

林
業
に
従
事
す
る
職
員
の　

林
業
に
従
事
す
る
職
員
の　

連
携
強
化
と
技
術
の
向
上
へ

連
携
強
化
と
技
術
の
向
上
へ

　

平
成
29
年
11
月
１
日（
水
）・
２
日

（
木
）、
長
野
県
林
業
職
員
協
会
県
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
隣
接
の
森
林（
野
沢
温
泉
村
）

に
て
、
林
業
技
術
競
技
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
県
職
協 
青

木
春
美
会
長
と
県
森
連 

滝
澤
栄
智
専

務
理
事
よ
り
主
催
者
挨
拶
、
野
沢
温
泉

村
副
村
長 

萩
原
正
敏
様
、
北
信
州
森

林
組
合
長 

中
山
稿
一
様
よ
り
来
賓
の

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
技
術
競
技
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

長
野
県
林
業
職
員
協
会
県
大
会

長
野
県
林
業
職
員
協
会
県
大
会野沢温泉村副村長 野沢温泉村副村長 萩萩原正敏様による来賓挨拶原正敏様による来賓挨拶

　

競
技
は
７
種
目（
林
分
面
積
、
林
分

材
積
、
胸
高
直
径
、
単
木
材
積
、
樹
高
、

架
線
距
離
の
目
測
、
作
業
道
距
離
）に

つ
い
て
機
器
を
用
い
ず
に
計
測
を
行
う

も
の
で
、
参
加
者
ら
は
体
や
勘
を
使
い

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
答
を
求
め
て
い

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
栄
村
森
宮
野
原
駅
前
複
合

施
設 

震
災
復
興
記
念
館
絆
・
栄
村
森

林
組
合
、
栄
村
森
林
組
合
チ
ッ
プ
加
工 この林分の面積は?材積は?この林分の面積は?材積は?この立木の単木材積は? この立木の単木材積は? 

施
設（
栄
村
）の
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
栄
村
森
林
組
合
参
事 

久
保
田

道
一
様
よ
り
栄
村
森
林
組
合
の
概
要
、

県
産
材
使
用
Ｌ
Ｖ
Ｌ
で
建
造
し
た
当
施

設
の
詳
細
、地
域
の
木
質
資
源
の
状
況
、

木
質
チ
ッ
プ
利
用
や
生
産
の
状
況
等
丁

寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

10
月
３
日（
月
）、ホ
テ
ル
木
曽
路（
南

木
曽
町
）に
て
、
第
８
回
長
野
県
森
林

組
合
交
流
会（
主
催:

長
県
森
林
組
合

長
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
主
催
者
挨
拶
を
県
森
林
組

合
長
会
長 

林
和
弘
様
、
当
番
組
合
挨

拶
を
南
木
曽
町
森
林
組
合
長 

藤
原
和

年
様
、
開
催
町
歓
迎
の
挨
拶
を
南
木
曽

町
長 

向
井
裕
明
様
よ
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
全
体
会
議
に
移
り
、
各
森

林
組
合
か
ら
の
意
見
等
に
つ
い
て
、
県

栄村森宮野原駅前複合施設栄村森宮野原駅前複合施設
震災復興記念館絆の視察研修震災復興記念館絆の視察研修栄村森林組合チップ加工施設の視察研修栄村森林組合チップ加工施設の視察研修

第
８
回
長
野
県　
　
　

第
８
回
長
野
県　
　
　

森
林
組
合
交
流
会
開
催

森
林
組
合
交
流
会
開
催

南木曽町長 向井裕明様による南木曽町長 向井裕明様による
開催町歓迎の挨拶　　　　　開催町歓迎の挨拶　　　　　

　

参
加
者
か
ら
は
熱
心
な
質
問
が
行
わ

れ
充
実
し
た
視
察
研
修
と
な
り
ま
し

た
。
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内
森
林
組
合
系
統
の
信
頼
回
復
に
向
け

た
行
動
宣
言
に
係
る
事
業
の
実
施
計
画

に
つ
い
て
、
災
害
要
請
活
動
報
告
に
つ

い
て
等
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

全
体
会
議
後
は
、
北
信
州
森
林
組
合

業
務
課
長 

堀
澤
正
彦
様
よ
り
、『
林
業

の
成
長
産
業
化
に
向
け
て
』
と
題
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
施
業
集
約
化
や
生
産
管
理
を

効
率
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
講
演
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
次
回
開
催
組
合
で
あ
る
佐

久
森
林
組
合
総
務
課
長 

大
池
真
理
子

様
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

翌
４
日
は
ヤ
マ
イ
チ
小
椋
ロ
ク
ロ
工

芸
所
及
び
南
木
曽
町
歴
史
資
料
館
、
脇

本
陣
奥
谷
へ
の
現
地
視
察
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

北信州森林組合業務課長北信州森林組合業務課長
堀澤正彦様による講演堀澤正彦様による講演

ヤマイチ小椋ロクロ工芸所への現地視察ヤマイチ小椋ロクロ工芸所への現地視察南木曽町歴史資料館、脇本陣奥谷への現地視察南木曽町歴史資料館、脇本陣奥谷への現地視察

　

10
月
30
日(

月)

、
砂
防
会
館（
東
京

都
）
に
て
、
平
成
29
年
度JF

orest

全

国
森
林
組
合
代
表
者
大
会（
主
催
：
全

平
成
平
成
2929
年
度
年
度J

Forest
J
Forest　

　
　
　

全
国
森
林
組
合
代
表
者
大
会
開
催

全
国
森
林
組
合
代
表
者
大
会
開
催

国
森
林
組
合
連
合
会
）が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
代
表
者
大
会
は
、『
森
林
吸

収
源
対
策
の
た
め
の
安
定
財
源
確
保
に

向
け
て
〜
「
森
林
環
境
税
」
の
実
現
を

期
す
〜
」
を
掲
げ
て
、
全
国
各
地
か
ら

森
林
組
合
関
係
者
７
５
０
名
近
く
が
参

集
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
を
全
国
森
林
組
合
連
合

会
長 

佐
藤
重
芳
様
、
来
賓
挨
拶
を
農

林
水
産
大
臣 

齋
藤
健
様
よ
り
頂
き
ま

し
た
。

　

次
に
、
表
彰
が
行
わ
れ
、
長
野
県
か

ら
は
森
林
組
合
役
職
員
等 

16
名
が
受

賞
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
意
見
表
明
と

全国森林組合連合会長全国森林組合連合会長
佐藤重芳様による主催者挨拶佐藤重芳様による主催者挨拶

農林水産大臣 齋藤健様による来賓挨拶農林水産大臣 齋藤健様による来賓挨拶大会決議の要旨大会決議の要旨

し
て
⑴
森
林
吸
収
源
対
策
の
確
実
な
推

進
の
た
め
の
「
森
林
環
境
税
」
の
早
期

実
現
に
つ
い
て
、
⑵
「
林
業
の
成
長
産

業
化
」
に
向
け
た
効
率
的
・
安
定
的
木

材
供
給
の
取
組
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
、

大
会
決
議
、「
森
林
・
林
業
の
再
生
に

向
け
た
共
同
行
動
宣
言2017

」
に
つ

い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。



平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
日
発
行　

長
野
の
林
業
通
巻
三
三
四
号

発　

行
長
野
の
林
業
編
集
委
員
会

長
野
市
岡
田
町
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

事
務
局

電
話
〇
二
六(

二
二
七)
五
〇
一
五

電
話
〇
二
六(

二
二
六)
五
六
二
〇

Ｅ
メ
ー
ル N

agarin-center1@
qa3.so-net.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ル rinfukyo@

giga.ocn.ne.jp

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会
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野
県
林
業
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ン
タ
ー
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